
No.

1 18

2 17-18

3 17

4 18-19

5 17-18

6 18

7 19

8 18

9 19

10 18

11 18-19

12 18

13 18-19

14 19

15 18

16 19

17 18

18 18

19 19

20 18

21 18

22 17

23 18-19

24 19

25 19

26 19

27 17-18

28 18

　名品コレクション展示室

  足利将軍家は、猿楽＝能を庇護し、高度に洗練された舞台芸能に育てあげた。大名たちにも大いにもてはやされ、公

式行事に演能は欠かせぬものとなった。江戸幕府もこの伝統を承け、舞楽が公家の式楽であったのに対して、能を武家

の式楽と定めた。

　御殿の広間の前庭には能舞台が設けられており、慶事や公式行事の際には必ず能が演じられ、それを見ながら宴は進

められた。そのため大名家には能役者が召抱えられ、各種の曲目に応じられるように、いろいろな装束・能狂言面・小道

具が備えられていた。

　正月二日(後に三日)には幕府で「謡初め」が行われ、大名家でも年中行事とされた。大名自身も謡い、時には自ら舞う

ことも必須の教養とされていた。


